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ネヨにおける過剰祉の遺倖
A ca目eof polydnctyli.sm in cn.te. (Wi也 Englishresume, p.32〕．

中 原 階

Hiroshi Nakll.hara 

北海蓮大事理事部動物事教室

ネコく:F'elis dome st icu s）の過剰祉については欧米では古〈から形態撃的，撞停畢：jl{Jに多〈の報告がある。

Darwin ( J 868）は3代にわたって費現した一系統を報告した。 Poulton (1883, 1886）も 1匹の6,6の♀〈前

お字は前肢の蹴，後の叢戦後肢<D¥t教を示ナ。正常なわは5,4である〉から出た子孫を6代にわわ
て詳細に記録した。 Bate唱onく1909)K J:れば， との形質はほ主んど確貨に優性因子によるという。しかしそ

の輩現には不規則な費異がある 0 Castle(1916）も不完全優性遺博子があずかるもの左考えた。最近Danforth

(1947）は軍．純優性で性との連闘はなしホもで致死にならないととを報告したc

筆者は北海道瀬棚郡今金町・白ー農家に飼育されている lI廷の雌ネコにおいて過剰祉（6,4）を見出し この

雌が現在までに産んだ仔について調査するー機曾を符た．確貨な結論は更に精査しなければ得られないと思うが，

我闘にはまだとの種の記載が見られないかと思うので取るえず報告ナる。

観 察

Rd:教については筆者の直接見るととの出来た母ネコ及びその仔ネコ数匹は，前肢にいやれも

.... 6本<Dill:を有し，後肢には2匹の仔ネコ〈♀〉に5本あった以外は全部正常（4本〉である。

同じ母ネコの仔？で筆者の見るととの出来友かった個休（それらは多く幼時に拾てられ，性別の

不明たものが多い〉で、は，い宇、れも前記のもの同様に，前肢の指は6本であった。後肢は記録

に疑問を持たれる黙が多いが，多くはE常の数を有していたものらしいく中に少数は5本祉の

仔があって飼主に注意されなかったのかも知れない，下記参照〉。

異常肢の形態は前肢に於ては過剰j晶f.は相営長く t第 1闘），正常のものと同じ形。爪を有し，

掃駈より更に内側に存在する．とのRd:は動かす

ととも可能で、ある。後肢の異常は2例を見たの

みであるが，とれは正常な前肢の掃id:とほど阿
じ形態及び位置の過剰E止をもっている。従って

との過剰itf:は非常に小さなもので，出生時など

には不注意に見落され友いとも限ら友い。

との調査に沿いてs 母ネコθ出所がさを然わか

らないく今金町で拾われたネコ。その親を求め

てできるだけ努力したが， ，今までの所不明）。叉

その孫ネコもまだ得られていないのでF 親子2

．、：

代の調査しか出来なかった。問題の母ネコに交 部：闘

配された雄ネミ世，附近に異常な雄が1匹も飼われて？ないとと，及び正常た雄ネコはすぐ附

近に2頭居るととから考え，後者であると見えにして，ほどさしっかえないものと思ふ。

過剰駈を有する母ネコは1945年春以来5回，合計27匹。仔を生戸しだ。その多くは幼時に拾：て ・

られ，性別は記録されていない。現在までに生れた仔は衣の如くである。

31 



上表。個体中，筆者の直接見た

のは19壬6年春の~（6,4），及び19釘

年春の♀の中の 1芭（6,5）及び

1948年春の全部ぐ異常♀1匹は死

亡， 1匹は6,5他は6;4）であっ

て，他のちのは幼時に捨てられ，恐 J

らく死亡したものと考えられる。

尚，筆者の見たものの中，成熟

した3匹はいづれも比較的愛育が

よ・く，動作も活畿でネズミをよく
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1. Progeny-of a polydaictylous female 
mated with a normal male. 
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捕え，ネコとしては申し分のないものと思はれるo

考察 P。叫加nの記載した28匹の過剰祉を有するネコには， 1, 7を最高として各種の不規則

た怯教の組合せが現れているが，前肢のみに異常の現れたものは1匹もいない。筆者の観察し

た例ではもワとき霊異の胞が小さく， しかも前肢のらに異常の現れたものが多いが， とれは前者

と別ii遺倖子によるとも考えられるoその黙に・ついて今後も代を追って観察して行きたい橡定

であるo － 、

ネコの後肢の脳：が揖lhl.の退化によって現在本4になっていると考えてよいならば， との場合

過剰ill:が前肢に於ける栂指と同じ位置に同じ形態で現れたとう事は，との突然餐異が，あえて

珍しいととではないが，進化の方向と丁度，逆の方向に起ヲたととを示すものと解される。と

の様f;;.解穣は前肢の過剰ぬi：に闘しでも恐らく通用11するωで、はなからうかa
上にあげた表から過剰lk!H：：もった異常個体と正常個休とC敏比は13:14であるととがわかるe

どれは1:1の分離比と見なしてさしっかえない値である＠今との過剰lhl.を鷲見する遺倖子をP,

と名づけ，之に釣立する正常因子を p＋ として，とれらが伴性遺体をしないものと仮定し， ま

た上記の過剰llil.を持つ母ネコの遺体子型を PP十（ヘテロ型〉と仮定すれば， とれとE常0錐

p+ p＋ とのF1にはpp＋ とp+p＋ が五：1の比に生宇る筈で，筆者の翻察結果は， とり期徴亡

・ほど一致ナるものと考えられる。筆者の見た例でも Ba同 onの示した例と同様，過剰祉を後見

する遺倖子は正常遺体子に封し優位で、あると考えて恐らくさしっかえ注いであろう。

鯵りにのぞみ御指導と御援助を賜った帯庚農専の島倉教授ならびに北大理動牧野教授に厚〈

感謝の意を表Tる。
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The pr伺entpaper records on the progeny of a poJ ydacty Ions ・femalecn.t having si玄初旬 on

each fore. foot and four初旬 onen.ch hind fooも（6,4）・ Ma旬dprobably、with.. a normal male, 
produced five Ii伽 l'B containing 27 kit旬us. Half也ekit旬inswere abnormal. one l~n.viug 

加倒 oneそchfore ~o色（Table l）・ The da肌 oh協同edsugg1儲 tbn.tもheploydacty lous character 

is inheri蛇dns ndominnnt trni色byme!lns of n si'.tmple, Mendelinn dominftllt gen.e, nndもhatthe 

polydacty I ou四 femalec前田ed漏出eparent is he~erozygous forぬe.polydactyloue gene. 
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